
　
先
の
大
戦
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
か
ら
す
で
に
半
世
紀
以
上
た
っ
た
。

平
和
と
繁
栄
の
現
代
に
生
き
る
若
者
か
ら
す
れ
ば
、戦
争
体
験
は
古
老
に
聞

く
昔
話
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、こ
の
半
世
紀
の
平
和
は
先
の
戦
争
の

大
き
な
犠
牲
を
思
い
、ふ
た
た
び
悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
意

し
、
人
々
が
努
力
を
重
ね
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
九
三
一
年
の
満
州
侵
略
か
ら
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
に
拡
大
し
た
戦
争
は
、

四
五
年
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
終
結
し
た
。こ
の
間
青
年
は
一
枚
の
召
集
令
状

で
兵
士
と
な
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。兵
士
は
軍
隊
に
よ
り
外
部

と
の
接
触
を
制
限
さ
れ
、
家
族
へ
の
私
信
や
日
記
に
も
「
検
閲
」
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
困
難
な
状
況
の
中
で
彼
ら
は
切
々
た
る
思
い
を
綴
っ
た
。
こ
れ
ら

は
、
あ
る
い
は
学
芸
を
志
し
た
学
徒
兵
の
「
こ
え
」
で
あ
り
、
あ
る
い
は
故

郷
に
残
し
た
家
族
に
心
を
配
る
農
民
・
勤
労
者
兵
の
「
こ
え
」
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
民
族
を
異
に
し
な
が
ら
大
日
本
帝
国
に
動
員
さ
れ
た
韓
国
・
朝
鮮

人
学
徒
兵
の
「
こ
え
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
若
者
は
、す
べ
て
当
時
の
国
家
の
要
請
に
よ
り
学
問
と
生
活
を

打
ち
切
ら
れ
、
未
来
を
断
念
さ
せ
ら
れ
、
死
を
強
制
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。

国
家
の
掲
げ
た
「
大
義
名
分
」
は
い
か
な
る
正
義
で
あ
ろ
う
と
、
こ
れ
ら
の

青
年
の
死
を
償
う
こ
と
は
な
い
。
本
会
は
、戦
没
学
徒
兵
の
貴
重
な
遺
稿
類

の
収
集
・
保
存
・
展
示
の
た
め
以
前
よ
り
『
わ
だ
つ
み
記
念
館
』
の
建
設
を

提
唱
し
て
い
る
が
、
今
回
、
記
念
館
建
設
の
促
進
を
か
ね
て
、
戦
没
青
年
の

遺
書
・
遺
品
展
を
企
画
し
た
。こ
こ
に
展
示
さ
れ
た
戦
没
青
年
の
記
録
に
目

を
凝
ら
し
、
耳
を
傾
け
、
沈
黙
す
る
遺
稿
・
遺
品
と
対
話
し
て
ほ
し
い
。

　
さ
ら
に
『
わ
だ
つ
み
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
』
と
い
う
と
き
、
こ
こ
に

も
う
一
つ
の
意
味
を
加
え
た
い
。こ
れ
は
と
く
に
学
徒
兵
の
遺
稿
の
場
合
で

あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
遺
稿
は
、
戦
争
へ
の
疑
問
、
軍
隊
へ
の
批
判
、
平
和

へ
の
熱
意
、中
国
侵
略
に
対
す
る
反
省
を
隠
さ
な
い
。
い
や
さ
ら
に
敗
戦
後

の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
ま
で
述
べ
て
い
る
。こ
れ
だ
け
の
思
考
力
を
持
っ
た

優
れ
た
青
年
が
な
ぜ
戦
死
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
。こ
こ
か

ら
は
戦
争
の
悲
惨
ば
か
り
で
な
く
、
知
識
あ
る
青
年
の
「
孤
立
」
に
思
い
を

致
し
て
ほ
し
い
。

　
お
わ
り
に
戦
没
者
の
遺
稿
・
遺
品
を
今
日
ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
、ご
提

供
い
た
だ
い
た
御
遺
族
お
よ
び
篤
志
の
方
々
、諸
団
体
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
二
〇
〇
二
年
八
月
十
日

　
　
　

日
本
戦
没
学
生
記
念
会

「
平
和
へ
の
遺
書
・
遺
品
展
們
戦
没
青
年
と
の
対
話
們
」
に
寄
せ
て
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一
九
四
三
年
十
月
、
政
府
は
、
そ
れ
ま
で
大
学
高
専

在
学
生
に
認
め
て
い
た
徴
兵
猶
予
措
置
を
文
科
系
学
生

に
つ
い
て
停
止
し
た
。
こ
れ
は
戦
線
に
お
い
て
と
く
に

下
級
将
校
の
消
耗
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
、
す
で
に
軍

事
教
練
を
受
け
た
知
的
な
能
力
あ
る
青
年
を
動
員
す
る

た
め
で
あ
っ
た
。
一
般
の
国
民
は
満
二
十
歳
に
な
る
と

国
民
皆
兵
の
義
務
（
兵
役
法
）
に
よ
り
軍
隊
へ
の
徴
集

に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て
猶
予
は

特
権
で
も
あ
っ
た
。
文
科
系
学
生
は
こ
の
猶
予
停
止
に

よ
り
急
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
本
籍
地
で
徴
兵
検
査
を
う
け
、

合
格
者
は
、
陸
軍
は
十
二
月
一
日
、
海
軍
は
十
二
月
十

日
に
入
隊
し
た
。
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
撤
退
、
ア
ッ
ツ
島
玉

砕
と
太
平
洋
戦
線
の
敗
勢
濃
い
状
況
で
の
こ
の
動
員
は
、

出
陣
学
徒
に
悲
痛
な
決
意
を
求
め
た
。

　
十
月
二
一
日
の
神
宮
外
苑
で
の
壮
行
会
は
、
東
条
首

相
の
訓
示
に
出
陣
学
徒
代
表
が
「
生
ら
（
我
ら
）
も
と

よ
り
生
還
を
期
せ
ず
」
と
応
え
、
手
を
振
っ
て
送
る
女

学
生
が
泣
き
な
が
ら
学
徒
に
か
け
よ
る
悲
壮
な
「
死
へ

の
行
進
」
と
な
っ
た
。
こ
の
時
徴
兵
猶
予
停
止
の
学
徒

は
約
九
万
人
。
う
ち
推
定
四
六
○
○
人
が
戦
死
し
た
。

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

板
 尾
    

　
興
 市

い

た

お

    
こ
う
い
ち

一
九
二
三
（
大
正
　
）　

月
２
日
生
。
東
京
都
出
身
。

１２

１０

東
京
商
科
大
学
予
科
を
経
て
、
四
三
年
（
昭
和
　
）　

１８

１０

月
本
科
進
学
。

四
三
年
（
昭
和
　
）　

月
　
日
、
横
須
賀
の
武
山
海
兵

１８

１２

１０

団
に
入
団
。

四
五
年
（
昭
和
　
）
２
月
　
日
、
監
視
艇
隊
と
し
て
本

２０

１８

州
東
方
海
上
に
て
戦
死
。　

歳
。

２１

　
以
上
の
通
り
我
々
は
こ
こ
二
ヵ
月
足
ら
ず
の
う
ち

に
文
字
通
り
ペ
ン
を
捨
て
書
物
を
閉
じ
て
銃
を
と
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
処
置
は
大
東

亜
戦
争
の
開
始
以
来
す
で
に
時
間
の
問
題
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
交
戦
国
の
い
ず
れ

も
が
断
行
し
て
い
る
こ
と
な
る
を
思
え
ば
来
る
べ
き

も
の
が
来
た
に
過
ぎ
ぬ
の
で
あ
り
、
何
ら
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
は
与
え
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

一
部
に
は
予
想
外
に
思
い
切
っ
た
措
置
だ
と
の
感
が

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
表
さ
れ
た
の
が
九

月
二
十
二
日
、
そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
で
検
査
、
一
ヵ
月

で
入
営
で
す
か
ら
、
実
に
か
つ
て
な
き
迅
速
さ
で
あ

り
小
生
ら
と
し
て
も
せ
っ
か
く
本
科
に
進
ん
で
張
り

切
っ
て
学
問
に
心
身
を
入
れ
ん
と
し
て
い
た
や
さ
き

で
す
か
ら
実
に
残
念
な
し
だ
い
で
す
が
、
日
本
の
直

面
し
て
い
る
現
実
が
い
か
に
切
迫
し
て
い
る
か
を
感

じ
て
い
ま
す
か
ら
、
何
と
か
諦
め
は
つ
き
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
あ
ま
り
に
短
い
月
日
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
何
ら
今
ま
で
の
学
問
へ
の
努
力
を
ま
と

め
た
形
で
の
こ
す
こ
と
も
で
き
そ
う
に
な
く
、
読
み

さ
し
た
本
に
し
お
り
を
は
さ
ん
で
出
か
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
ふ
た
た
び
帰
っ
て
書
物
の
前
に
す
わ
る
の
は
い
つ

の
日
の
こ
と
か
と
考
え
ま
す
と
、
ま
こ
と
に
寂
し
い

し
だ
い
で
す
。

四
三
年（
昭
和
　
）　
月
５
日
付
、父
宛
の
手
紙
よ
り
 

１８
１０

　
戦

没

学

徒

兵

の

遺

稿

恐

況

挟

狭

恭恭恭

狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

　
１
　
学
徒
出
陣
へ

挙手して学徒を送る岡部長景文相



橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

 柳
 田

や
な
ぎ
 
だ   
　
 陽
一
 

よ
う
い
ち

一
九
一
九
年（
大
正
８
）３
月
５
日
生
。
岡
山
県
出
身
。
台

北
高
等
学
校
を
経
て
、
三
九
年
（
昭
和
　
）、
京
都
帝
国

１４

大
学
文
学
部
東
洋
史
学
科
入
学
、
四
一
年
　
月
卒
業
、

１２

大
学
院
進
学
。

四
二
年
（
昭
和
　
）
２
月
１
日
入
営
し
、
５
月
、
千
葉

１７

陸
軍
防
空
学
校
に
入
る
。

四
二
年
（
昭
和
　
）　

月
１
日
、
千
葉
県
木
更
津
に
て

１７

１０

事
故
に
よ
り
遭
難
殉
職
。　

歳
。

２３

　
応
召
盛
ん
な
り
。

　
い
よ
い
よ
非
常
時
を
思
う
。
一
刻
一
刻
が
奈
落
へ

の
託
落
の
刹
那
に
あ
る
。
何
時
か
、
今
が
そ
の
瞬
間

か
も
し
れ
な
い
。
大
き
な
、
目
に
は
見
え
ぬ
あ
ら
し

が
か
け
る
。
か
け
る
。
か
け
る
。
わ
け
の
わ
か
ら
な

い
も
の
が
渦
巻
の
ご
と
く
身
を
と
り
ま
く
。
そ
れ
が

私
を
未
知
の
世
界
に
ふ
き
上
げ
る
。
何
て
い
う
時
だ
。

人
間
と
は
、
歴
史
と
は
、
一
体
何
な
の
だ
。
誰
が
歴

史
を
動
か
す
の
だ
。
は
げ
し
い
怒
濤
に
も
ま
れ
て
い

る
よ
う
な
。
幻
の
馬
車
の
わ
だ
ち
が
き
こ
え
る
。
眼

に
見
え
ぬ
わ
だ
ち
の
音
が
聞
え
る
。
歴
史
と
は
何
だ
。

人
間
と
は
何
だ
。
一
体
俺
を
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の

だ
ろ
う
。

四
一
年
（
昭
和
　
）
７
月
　
日
の
日
記
よ
り

１６

１２

 

 

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

 長
 門   
　

な
が
 
と

 良
知
 

よ
し
と
も

一
九
一
八
年（
大
正
７
）　
月
１
日
生
。
東
京
都
出
身
。
四

１０

二
年
（
昭
和
　
）
９
月
、
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
。

１７

四
二
年
（
昭
和
　
）　

月
１
日
、
飛
行
兵
と
し
て
陸
軍

１７

１０

に
入
隊
。

四
四
年
（
昭
和
　
）　
月
　
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
シ
ー

１９

１０

２６

海
峡
に
て
戦
死
。　

歳
。

２６

　
赤
紙
の
臨
時
召
集
令
状
を
受
取
っ
て
今
帰
っ
て
来

た
。
た
だ
予
期
の
こ
と
が
実
現
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
半
弦
の
月
に
雲
が
と
ん
で
い
た
。
夜
中
の
突
然
の

呼
出
し
で
、
本
郷
区
役
所
に
往
復
す
る
間
に
胸
に
感

じ
た
い
さ
さ
か
の
動
揺
も
静
ま
り
平
静
が
帰
っ
て
来

た
。ま
た
昨
日
ま
で
と
同
じ
、い
や
、つ
い
先
ほ
ど
、午

後
八
時
ま
で
と
同
じ
心
持
の
同
じ
生
活
が
つ
づ
く
で

あ
ろ
う
。
書
き
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
さ
ら

に
な
い
の
で
あ
る
。
私
は
入
隊
の
日
に
も
、
た
だ
簡

単
に
こ
う
く
り
か
え
す
の
み
で
あ
る
。

　
今
ま
で
と
違
っ
た
私
に
「
な
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
、

「
な
れ
」
と
言
わ
れ
て
も
、「
な
れ
る
」
は
ず
が
な
い

で
は
な
い
か
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
私
は
私
で
あ
り
、

さ
ら
に
据
え
た
目
に
は
、
一
分
の
ご
ま
か
し
も
あ
る

は
ず
は
な
い
。

　
種
も
仕
掛
け
も
な
い
の
だ
。
ご
ら
ん
の
通
り
。

四
三
年
（
昭
和
　
）
９
月
　
日
の
日
記
よ
り

１８

１８
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左上：眼鏡（遭難時着用）・階級章・収支帳　

右上：留守宅あて葉書（陸軍検閲済）　下：日記帳・スクラップブック・『学道記』（遺稿集）（柳田陽一）

西田幾多郎書簡（父柳田謙十郎あて弔詞）

臨時召集令状（長門良知）


